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1. 学修簿・履修の手引をしっかり読もう 

 卒業要件や転学部の条件等は全て入学年度の学修簿で決まります。学修簿は入学

時のみ配布されますので、紛失しないよう気を付けてください。 

履修の手引は毎年度配布されます。年度毎に変更もありますので注意してください。 
 

 

 

2. 掲示板・CLASS・LETUS を良く確認しよう 

 高校までとは異なり、ホームルーム等はありません。大学からの案内や提出物は自己責

任で行う必要があります。「知らなかった」や「期限に遅れた」は一切通用しません。 

掲示板（3 号館 1 階）や CLASS システムを良く確認しましょう。年度毎に変更している

場合がありますので、先輩や後輩の言うことを鵜呑みにせず、必ず自分で調べるようにし

てください。 

CLASS(学園生活支援システム)とは、履修申告、成績、住所変更届、休講・補講、

出欠状況等の照会・手続等が行えるシステムです。 

https://class.admin.tus.ac.jp/up/faces/login/Com00501A.jsp 

 LETUS(教育支援システム：レタス)とは、授業資料の閲覧、課題の提出、小テスト等の

機能を利用することができる、教員と学生間のコミュニケーションを支援するシステムで

す。5 月からの授業では遠隔授業がメインになりますので、主にこの LETUS システムを

使って受講したり、教員からの連絡を受けたりします。https://letus.ed.tus.ac.jp/ 

（LETUS の使用方法については LETUS にある学生用マニュアルを確認してください。） 

興味がある科目、履修する可能性がある科目は早めに履修申告もしくは自己登録し

て、遠隔授業の方法や履修方法の情報を集めましょう。 
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3. 学位授与方針（デイプ口マポリシー） 

 学則が定める所定の期間在学し、所定の単位を取得した者の卒業を認定し、学長の

名の下で学士（理学）の学位を授与します。本学は、東京物理学講習所の創設以

来、「理学の普及と実力主義」の伝統を堅持しています。理科大の学位取得者に恥じ

ぬようしっかり学修してください。 

 

 

4. 授業日、授業時間など 

 授業日程については配布された 2020 年度授業日程をよく確認してください（今年度は

特に、履修の手引にある日程とは異なっていますので注意してください）。また、授業調

整日や祝日に授業があることがありますので、気を付けてください。 

 土曜日には必修の講義「数学概論」がありますので注意してください。 

 講義は前後期共に全部で 15 回。殆どの講義は 15 回目に到達度評価試験を行いま

す。今年は例年と異なり、講義によって随時予定が変化していく可能性があります。

LETUS や CLASS からのお知らせを注意してください。 

 パソコンの購入は必須でありませんが、授業では課題などでパソコンが必要になることも

あります。例年はターミナル室で使用できますが、今年度はコロナウィルスの影響で 5 月

中は閉室が決まっており、長期間閉室になることも予想されます。 ターミナル室が閉鎖

中はパソコンがあった方がより良い環境で講義に対応できます。 

 本年度に限り、全ての科目は少なくとも 5 月は遠隔授業となります。別紙の説明や、各

科目の LETUS の情報をよく読み対応してください。 
 

 

 

 



 

5. 在学期間など 

 在籍できるのは 8 年以内（休学期間は除く）です。原則、4 年で卒業するように心がけ

ましょう。 

 1 年次には関門制度があり、以下の４科目（1 年指定科目） 

数学概論、代数学１、解析学１、幾何学１A 

全ての単位を取得しなければ 2 年生に進級できません。これらの科目は講義と演習が

ありますので、必ず両方出席するようにしてください。 

 1 年指定科目には再試験がある。再試験とは簡単に言うと敗者復活戦ですが、最初か

らこれをあてにしないようにしてください。再試験は 2 月末から 3 月上旬にかけて行います

ので、掲示に注意しましょう。到達度評価試験を受けていなければ，再試験を受けること

ができませんので、注意してください。 

 1 年生または 1 年原級生でいられるのは 3 年間のみ。 

 

6. 履修クラスについて 

 1 年生には 2 種類のクラス分けがあります。科目によってクラス分けが異なるので、自分

の学籍番号と照合して、クラス分けの表をよく確認してください。 

 クラス変更は原則できません。正社員として勤務されている方で、勤務の都合上、止む

を得ない場合のみ変更を認めます（アルバイトは認めません）。希望者は、上司による勤

務時間証明書（様式自由）と、指定クラス変更届の提出が必要になりますので教務幹

事伊藤（h-itou@rs.tus.ac.jp ）まで連絡してください。 

 1 年生のクラスには下記のように担任の先生がいます。困ったことがあれば相談してくださ

い。  e1 クラス： 伊藤 弘道、 e2 クラス： 小谷 佳子、  e3 クラス： 齊藤 功 
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7. 教職科目の履修について 

 教員免許に必要な単位取得は非常に複雑です。何度もよく確認するようにしてくださ

い。卒業時に単位未修得で免許が出なかった例がありますので、不明な点は教務課に

問い合わせてください。 

 昨年度から教職新課程が始まり、以前とは制度が異なるので先輩の話などを鵜呑みに

しないこと。今年度の教職ガイダンスは中止になりましたが、今後の予定については後日

CLASS 等で周知予定ですので確認してください。 

 

 

8. 履修申告について 

 履修する科目を CLASS を通じて履修申告すること。今年度の履修申告期間は以下

の通りです（期限厳守）。 

毎回授業に出席していても履修申告しないと単位が取得できません。特に１年生指定

科目を履修申告しないと、その時点で留年が確定してしまいます。 

 CLASS で履修申告を行うと、翌日から LETUS が使用できるようになりますので、なるべ

く早め（５月１日頃）に申告してください（確認・変更期間で変更可能です）。 

 履修の手引の最後に時間割がついています。これを参考に時間割を組むこと。まずは、

必修科目を確認し、空いている時間に教養科目などを履修するようにしてください。 



 

9. 教養科目の受講について 

 英語を除く教養科目は、他学部の科目も履修可能です。しかし、デイプ口マポリシーが

異なることに注意してください。必ずしも理学部第二部の学生に配慮した講義ではない

かもしれません。履修者は、提供学部の学生を優先します。詳しくは別紙の教養科目

の履修上の注意を参照してください。 

 

 

 

10. 卒業研究について 

 ４年生では卒業研究が必修です。この科目は卒業見込みが出なければ履修できませ

ん。 

 卒業見込みのための要件（90 単位）を学修簿および履修の手引で確認すること。 

単に 90 単位ではなく、卒業要件の 124 単位の中から 90 単位なので注意してくださ

い。また、90 単位のうち，専門 12 単位 ＋基礎 26 単位 ＋一般 4 単位 が必須で

す。 

 卒業研究で所属したい研究室ごとに履修が推奨される科目があります（別冊参照）。 

計画的な履修をしてくだい。必修単位は落とさないようにしましょう。 

 卒業までに突破すべき関門は 

1 年指定科目、卒業見込、卒業判定 

の 3 か所です。 

 
 

 



 

11. その他履修について 

 履修申告できる科目の上限は年間 49 単位です（優秀だと増やます、詳細は履修の手

引参照）。前期に履修し過ぎると後期に必要な科目を履修できなくなりますので、注意

してください。 

 他学科科目の履修は学修簿 P.50 の授業科目表に記載されている科目のみ認めま

す。ただし、卒業所要単位に含む科目と含まない科目があるので注意してください。 

 理学部第一部の科目を受講したい場合は教務課で手続きをしてください。CLASS シス

テムではできない上、対象学年に制限がありますので注意してください（詳細は履修の手

引を参照のこと）。 

 病気、その他のやむを得ない事情で到達度評価試験を受験できない場合、審査の

上、許可された者のみ追試験を受けることができます。追試験の手続きを忘れずにしてく

ださい（間に合わなければ教務課に電話してください）。追試験の追試験は行いませんの

で注意してください。 

 数学基礎 A・B の履修については、今年度は高校卒業後数年経過した者や推薦入学

者など高校数学に自信のない希望者を履修対象者とします。高校数学の理解が不十

分であると、大学の数学についていけなくなりますので、対象者に対しては受講を勧めま

す。履修対象者以外は履修しないようにしてください。 
 

 

 

12. TOEIC の受験に関して 

 TOEIC が受験料免除で受験できます。申し込み時期や試験日は今年度は変則的で

すので、CLASS などの掲示を良く確認してください。今年度は 4 月 15 日の時点で実施

のめどはたっていません。 



 

 基本的に受験するようにしてください。卒研配属の際などに考慮します。また、大学院理

学研究科の一般入試を考えている方は必ず受験しましょう。 
 

 

13. 学生よろず相談室（1 号館 1 階）について 

 何か悩み事がある場合は、是非利用してください。友達や家族と一緒の来室も可能で

す。守秘義務を保障します。電話・手紙・FAX・匿名相談も可能です。 

https://www.tus.ac.jp/life/consultation/ 

カウンセラーや精神科医への相談は予約をとる必要があります。 

 相談例 

•  時間割作成、講義についていけない、転学部・転学科について。 

•  周囲の学生と馴染めない。 

•  高額な契約や、ある団体に入会させられて困っている。 

など 

 
14. その他 

 授業料の支払い期限は厳守すること。除籍になる場合があります。 

 授業に対する質問などは担当教員や学習相談室、質問コーナーで積極的に行いましょ

う。学習相談室の開室日程は大学ホームページや CLASS を参照のこと。通常は理学

部第二部数学科の質問コーナーでは土曜 2-3 時限に７３５教室で必修科目のみ受け

付けます。ただし、質問コーナーは 5 月中の中止が決まっており、今年度に限ってはいつ

から実施できるかは未定です。 

 奨学金について学生支援課で相談してください（口ーン有ります）。 

https://www.tus.ac.jp/life/consultation/


 

 未成年者の飲酒・喫煙は法律で堅く禁じられています。特に、新入生歓迎会や学園祭

では注意が必要です。断る勇気をもちましょう。 

 紙媒体でのレポートの提出時には表紙を付け、記名はボールペンで書きましょう。また、

現物を提出し、コピーを手元に保管することをお勧めします。本年度は、LETUS やメー

ルでの提出が多くなると思われます。教員の指示に従って提出してください。 

 「学修ポートフォリオ」は学生自身による学修の PDCA サイクルを実現し、学生の主体

的な学びを支援」するシステムです（LETUS よりアクセス）。積極的に活用しましょう。授

業でも詳しく説明します。 

 「INFOSS 情報倫理」（e-learning) の受講が義務付けられています（LETUS よりアクセ

ス）。授業でも詳しく説明します。 

 本学ではデータサイエンス教育プログラムを実施しています。データサイエンス教育プログラ

ムとは、理学系・工学系・数学系・薬学系など幅広い研究領域を持つ本学の特徴を生

かし、在籍するキャンパス、学部・学科に関わらず、数学系、情報系等のデータサイエン

スに関する授業科目を履修することを可能とした、「学部横断型プログラム」です。本プロ

グラムに関する科目の単位取得により条件を満たした場合には、本学オリジナルの「デー

タサイエンス認証書［基礎］(Data Science Certificate [Basic])」を授与します（詳細は

履修の手引を参照）。 

 連絡先 

•  教務（事務的）に関すること： 教務課 TEL:  03-5228-8121 

                      E-mail:  r2@admin.tus.ac.jp 

教務幹事 伊藤弘道 E-mail: h-itou@rs.tus.ac.jp  

•  学生生活全般に関する悩み・相談など： よろず相談室 TEL: 03-5228-7362 

mailto:r2@admin.tus.ac.jp
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